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地
で
あ
る
。
平
時
は
本
件
商
業
施
設
の

従
業
員
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
の
基
準
年
度
に
お

け
る
固
定
資
産
評
価
に
お
い
て
、
本
件

商
業
施
設
の
敷
地
を
維
持
し
、
又
は
そ

の
効
用
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
土
地

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
す
る
土
地

所
有
者
が
固
定
資
産
評
価
審
査
会
に
対

し
審
査
の
申
出
を
し
た
が
、
審
査
会
が

こ
れ
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
出
し
た

た
め
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
て
、
訴
え

を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
原
審
は
こ
れ
を

棄
却
し
た
た
め
、
提
起
さ
れ
た
上
告
審

で
あ
る
。

本
判
決
は
、
本
件
各
土
地
は
、
本
件

商
業
施
設
に
か
か
る
開
発
行
為
に
伴
い

調
整
池
の
用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

調
整
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
が
上
記
開

発
行
為
の
許
可
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
件
土
地
１
の
面
積
の
80
％

以
上
に
常
時
水
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
本
件
各
土
地
の
現
況
等
に
つ
い

て
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
本
件

各
土
地
は
宅
地
で
あ
る
本
件
商
業
施
設

の
敷
地
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
土

地
で
あ
る
と
し
て
、
算
出
さ
れ
た
本
件

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

固
定
資
産
評
価
審
査
決
定
取

消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷　

平
成
31
年

４
月
９
日
判
決　

平
成
30
年
（
行
ヒ
）

第
２
６
２
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

裁
判
所
時
報
１
７
２
１
号
１
頁
、
判
例

地
方
自
治
４
４
８
号
23
頁
、
判
例
タ
イ

ム
ズ
１
４
６
４
号
12
頁

破
棄
差
戻

原
審　

名
古
屋
高
等
裁
判
所　

平
成
30

年
３
月
23
日
判
決　

平
成
29
年（
行
コ
）

第
90
号

一
審　

津
地
方
裁
判
所　

平
成
29
年
９

月
11
日
判
決　

判
例
地
方
自
治
４
４
８

号
28
頁

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

本
件
各
土
地
は
、
商
業
施
設
の
開
発

許
可
に
際
し
、
洪
水
調
整
の
た
め
の
調

整
池
と
し
て
許
可
条
件
と
さ
れ
、
本
件

土
地
１
は
そ
の
面
積
の
80
％
以
上
に
常

時
水
が
た
ま
る
状
態
で
あ
り
、
本
件
土

地
２
は
少
な
く
と
も
そ
の
面
積
の
大
半

は
調
整
池
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
平

各
土
地
登
録
価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
本
件
各
土
地
の
価
格
を

上
回
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
原
審
の

判
断
に
は
、
固
定
資
産
の
評
価
に
関
す

る
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が

あ
る
と
し
て
原
審
判
決
を
破
棄
し
、
差

し
戻
し
た
事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
税
法
第
３
４
９
条

第
１
項
、
第
４
０
３
条

第
１
項
、
地
方
自
治
法

第
３
８
８
条
第
１
項
、

固
定
資
産
評
価
基
準
第

１
章
第
１
節
一

【
参
照
判
例
】	

最
高
裁
第
二
小
法
廷
平

成
25
年
７
月
12
日
判
決

（
民
集
67
巻
６
号
１
２
５
５

頁
、
判
例
地
方
自
治

３
７
５
号
23
頁
）

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
を
破
棄
す
る
。
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け
る
宅
地
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
宅
地

評
価
法
に
よ
っ
て
各
筆
の
宅
地
の
評
点

数
を
付
設
し
、
こ
れ
を
評
点
１
点
当
た

り
の
価
額
に
乗
じ
て
、
各
筆
の
宅
地
の

価
額
を
求
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
市

街
地
宅
地
評
価
法
は
、〔
１
〕
状
況
が

相
当
に
相
違
す
る
地
域
ご
と
に
、
そ
の

主
要
な
街
路
に
沿
接
す
る
宅
地
の
う
ち

か
ら
標
準
宅
地
を
選
定
し
、〔
２
〕
標

準
宅
地
に
つ
い
て
、
売
買
実
例
価
額
か

ら
評
定
す
る
適
正
な
時
価
を
求
め
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
上
記
主
要
な
街
路
の
路

線
価
を
付
設
す
る
な
ど
し
、〔
３
〕
こ

の
路
線
価
を
基
礎
と
し
、
画
地
計
算
法

（
評
価
基
準
別
表
第
３
）
を
適
用
し
て

各
筆
の
宅
地
の
評
点
数
を
付
設
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
（
第
１
章
第
３
節
）。

ま
た
、
評
価
基
準
は
、
池
沼
の
評
価

は
、
池
沼
の
売
買
実
例
価
額
か
ら
評
定

す
る
適
正
な
時
価
に
よ
っ
て
そ
の
価
額

を
求
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
し
、
た

だ
し
、
市
町
村
内
に
池
沼
の
売
買
実
例

価
額
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
池
沼

の
位
置
、
形
状
、
利
用
状
況
等
を
考
慮

し
、
附
近
の
土
地
の
価
額
に
比
準
し
て

そ
の
価
額
を
求
め
る
方
法
に
よ
る
も
の

と
し
て
い
る
（
第
１
章
第
６
節
）。

（
２
）
ア　

株
式
会
社
サ
サ
ヤ
マ
は
、

志
摩
市
内
の
山
林
等
を
開
発
し
た
土
地

上
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
本
件
商
業
施
設
」
と
い
う
。）
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
、平
成
８
年
５
月
24
日
、

三
重
県
知
事
に
対
し
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
申
請
を
し

た
。
三
重
県
に
お
い
て
は
、
開
発
面
積

１
㏊
以
上
か
つ
洪
水
調
整
容
量
５
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
行
為
に
つ

い
て
は
、
洪
水
調
整
の
方
法
と
し
て
、

河
川
等
の
改
修
、
調
整
池
の
設
置
又
は

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
の
い
ず
れ
か
又
は

複
数
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
商
業
施

設
に
係
る
開
発
行
為
は
こ
れ
に
該
当
し

た
こ
と
か
ら
、
同
社
は
、
本
件
商
業
施

設
の
敷
地
の
東
側
に
位
置
す
る
第
１
審

判
決
別
紙
物
件
目
録
記
載
１
及
び
２
の

各
土
地
（
以
下
、順
に
「
本
件
土
地
１
」、

「
本
件
土
地
２
」
と
い
い
、併
せ
て
「
本

件
各
土
地
」
と
い
う
。）
を
当
時
の
所

有
者
か
ら
借
り
受
け
、
本
件
各
土
地
に

洪
水
調
整
の
た
め
の
調
整
池
を
設
け
る

こ
と
と
し
た
。

三
重
県
知
事
は
、
平
成
８
年
11
月
５

日
、「
開
発
行
為
に
伴
っ
て
設
け
た
調

れ
た
価
格
を
「
登
録
価
格
」
と
い
う
。）

と
す
る
旨
規
定
し
、
同
法
４
０
３
条
１

項
は
、
市
町
村
長
は
、
同
法
３
８
８
条

１
項
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て

固
定
資
産
の
価
格
を
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨
規
定
す
る
。
平
成
27
年
度

は
上
記
の
基
準
年
度
で
あ
り
、
こ
れ
に

係
る
賦
課
期
日
は
平
成
27
年
１
月
１
日

で
あ
る
。

イ　

固
定
資
産
評
価
基
準
（
昭
和
38

年
自
治
省
告
示
第
１
５
８
号
。以
下「
評

価
基
準
」
と
い
う
。）
は
、
土
地
の
評

価
は
、
次
に
掲
げ
る
土
地
の
地
目
の
別

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
評
価
基
準
に
定
め
る

評
価
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と

し
、
土
地
の
地
目
と
し
て
、
田
、
畑
、

宅
地
、
鉱
泉
地
、
池
沼
、
山
林
、
牧
場
、

原
野
及
び
雑
種
地
を
掲
げ
た
上
、
こ
の

場
合
に
お
け
る
土
地
の
地
目
の
認
定
に

当
た
っ
て
は
、
当
該
土
地
の
現
況
及
び

利
用
目
的
に
重
点
を
置
き
、
部
分
的
に

僅
少
の
差
異
の
存
す
る
と
き
で
あ
っ
て

も
、
土
地
全
体
と
し
て
の
状
況
を
観
察

し
て
認
定
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
第

１
章
第
１
節
一
）。

そ
し
て
、
評
価
基
準
は
、
主
と
し
て

市
街
地
的
形
態
を
形
成
す
る
地
域
に
お

本
件
を
名
古
屋
高
等
裁
判
所
に
差
し

戻
す
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
萱
垣
建
、
同
萱
垣
佑
樹

の
上
告
受
理
申
立
て
理
由
（
た
だ
し
、

排
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
三
重
県
志
摩
市
所
在

の
２
筆
の
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
で
あ
る
上
告
人
が
、
上
記

の
各
土
地
に
つ
き
、
志
摩
市
長
に
よ
り

決
定
さ
れ
土
地
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
平
成
27
年
度
の
価
格
を
不
服
と
し
て

志
摩
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

対
し
審
査
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
（
以
下
「
本

件
各
決
定
」と
い
う
。）を
受
け
た
た
め
、

被
上
告
人
を
相
手
に
、
そ
の
取
消
し
を

求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
ア　

地
方
税
法
３
４
９
条
１

項
は
、
土
地
に
対
し
て
課
す
る
基
準
年

度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
、
当

該
土
地
の
基
準
年
度
に
係
る
賦
課
期
日

に
お
け
る
価
格
で
土
地
課
税
台
帳
又
は

土
地
補
充
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
も

の
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
台
帳
に
登
録
さ
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整
池
に
つ
い
て
は
、
河
川
整
備
等
排
水

調
整
の
必
要
性
が
無
く
な
る
ま
で
、
調

整
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
」
を
条
件
と

し
て
、
上
記
申
請
を
許
可
し
た
。

イ　

本
件
各
土
地
は
、
本
件
商
業
施

設
の
開
業
以
降
、
調
整
池
の
用
に
供
さ

れ
て
お
り
、
本
件
土
地
１
は
、
そ
の
面

積
の
80
％
以
上
に
常
時
水
が
た
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
件
土
地
２
は
、
少
な

く
と
も
そ
の
面
積
の
大
半
は
調
整
池
と

し
て
の
機
能
を
有
す
る
平
地
で
あ
る

が
、
平
時
は
本
件
商
業
施
設
の
従
業
員

の
駐
車
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ウ　

上
告
人
は
、
平
成
18
年
４
月
16

日
、
前
記
所
有
者
か
ら
本
件
各
土
地
を

相
続
し
て
、
そ
の
貸
主
の
地
位
を
承
継

し
た
。

（
３
）
ア　

志
摩
市
長
は
、
本
件
各

土
地
の
平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
け
る

価
格
を
次
の
と
お
り
決
定
し
、
土
地
課

税
台
帳
に
登
録
し
た
（
以
下
、
こ
れ
ら

の
価
格
を
併
せ
て「
本
件
各
登
録
価
格
」

と
い
う
。）。

本
件
土
地
１　

１
０
８
万
０
４
５
０
円

本
件
土
地
２　

４
８
０
万
２
４
０
０
円

志
摩
市
長
は
、
本
件
各
登
録
価
格
を

決
定
す
る
に
際
し
、
本
件
各
土
地
の
地

し
て
、
上
告
人
の
請
求
を
棄
却
す
べ
き

も
の
と
し
た
。

本
件
商
業
施
設
に
係
る
開
発
行
為
に

つ
い
て
は
調
整
池
の
設
置
等
が
義
務
付

け
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
件
各
土
地

が
調
整
池
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
開
発
許
可
を
受
け
る
に

際
し
て
は
、
そ
の
調
整
機
能
を
保
持
す

る
こ
と
が
許
可
条
件
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
件
各
土
地
は
、
本
件
商
業

施
設
が
適
法
に
開
発
許
可
を
受
け
、
同

施
設
が
有
事
の
た
め
の
洪
水
調
整
機
能

を
維
持
し
て
安
全
に
運
営
を
継
続
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
各
土
地
は
、
宅
地
で
あ

る
本
件
商
業
施
設
の
敷
地
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
土
地
と
認
め
ら
れ
る
か

ら
、
本
件
各
土
地
の
地
目
を
い
ず
れ
も

宅
地
と
認
定
し
た
上
で
決
定
さ
れ
た
本

件
各
登
録
価
格
は
、
評
価
基
準
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
も
の
で

は
な
く
適
法
で
あ
る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
各
決
定
は
、
本
件
各
登

録
価
格
の
決
定
に
違
法
は
な
い
と
し

目
を
い
ず
れ
も
宅
地
と
認
定
し
た
上
、

市
街
地
宅
地
評
価
法
に
よ
り
、
本
件
各

土
地
に
沿
接
す
る
街
路
の
路
線
価
を
基

礎
と
し
、
画
地
計
算
法
を
適
用
し
て
、

奥
行
価
格
補
正
率
０
・
８
及
び
不
整
形

補
正
率
０
・
87
を
乗
じ
、
ま
た
、
本
件

土
地
１
に
つ
い
て
は
、こ
れ
に
加
え
て
、

常
時
水
が
た
ま
っ
て
お
り
利
用
形
態
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
等
を
考
慮
し
、
雑
種

地
に
お
け
る
減
額
補
正
に
準
じ
た
補
正

率
０
・
３
を
乗
じ
て
、
評
点
数
を
付
設

し
た
。

イ　

上
告
人
は
、
平
成
27
年
１
月
１

日
当
時
、
本
件
各
土
地
の
所
有
者
で
あ

り
、
こ
れ
ら
に
係
る
固
定
資
産
税
の
納

税
義
務
者
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
各

土
地
の
現
況
及
び
利
用
目
的
に
照
ら
せ

ば
、
そ
の
地
目
は
い
ず
れ
も
池
沼
と
認

定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、

同
年
６
月
29
日
、
志
摩
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
対
し
、
本
件
各
登
録

価
格
に
つ
き
審
査
の
申
出
を
し
た
が
、

同
委
員
会
は
、同
年
10
月
22
日
付
け
で
、

同
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
本
件
各
決
定

を
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断

て
、
こ
れ
に
係
る
上
告
人
の
審
査
の
申

出
を
棄
却
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

土
地
の
基
準
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に

お
け
る
登
録
価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
場
合
に

は
、
同
期
日
に
お
け
る
当
該
土
地
の
客

観
的
な
交
換
価
値
と
し
て
の
適
正
な
時

価
を
上
回
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
登
録
価
格
の
決
定
は
違
法
と
な
る

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
平

成
24
年
（
行
ヒ
）
第
79
号
同
25
年
７
月

12
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
67
巻
６

号
１
２
５
５
頁
）。

（
２
）
評
価
基
準
は
、
土
地
の
地
目

の
別
に
評
価
の
方
法
を
定
め
、
こ
れ
に

従
っ
て
土
地
の
評
価
を
す
べ
き
こ
と
と

し
、
上
記
地
目
は
、
当
該
土
地
の
現
況

及
び
利
用
目
的
に
重
点
を
置
き
、
土
地

全
体
と
し
て
の
状
況
を
観
察
し
て
認
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上

記
地
目
の
う
ち
宅
地
と
は
、
建
物
の
敷

地
の
ほ
か
、
こ
れ
を
維
持
し
、
又
は
そ

の
効
用
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
土
地

を
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
３
）
本
件
各
土
地
は
、
本
件
商
業

施
設
に
係
る
開
発
行
為
に
伴
い
調
整
池

の
用
に
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
排
水
調
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整
の
必
要
が
な
く
な
る
ま
で
そ
の
機
能

を
保
持
す
る
こ
と
が
上
記
開
発
行
為
の

許
可
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
が
、
開
発
許
可
に
上
記
条
件
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
件
各
土
地
の

用
途
が
制
限
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す

る
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
開
発
行
為
に

伴
う
洪
水
調
整
の
方
法
と
し
て
設
け
ら

れ
た
調
整
池
の
機
能
は
、一
般
的
に
は
、

開
発
の
対
象
と
な
る
地
区
へ
の
降
水
を

一
時
的
に
貯
留
し
て
下
流
域
の
洪
水
を

防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
上
記
条
件
に
従
っ

て
調
整
池
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
直
ち
に
、
本
件
各
土
地
が
本
件
商

業
施
設
の
敷
地
を
維
持
し
、
又
は
そ
の

効
用
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
土
地
で

あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
商
業
施
設
に
係

る
開
発
行
為
に
伴
い
本
件
各
土
地
が
調

整
池
の
用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
調

整
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
が
上
記
開
発

行
為
の
許
可
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
理
由
に
、
本
件
土
地
１
の
面
積
の

80
％
以
上
に
常
時
水
が
た
ま
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
本
件
各
土
地
の
現
況
等
に

宮
崎
裕
子
）

つ
い
て
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

本
件
各
土
地
は
宅
地
で
あ
る
本
件
商
業

施
設
の
敷
地
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
土
地
で
あ
る
と
し
て
、前
記
２
（
３
）

ア
の
と
お
り
算
出
さ
れ
た
本
件
各
登
録

価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
本
件
各
土
地
の
価
格
を
上
回
る
も
の

で
は
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、

固
定
資
産
の
評
価
に
関
す
る
法
令
の
解

釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
。

５　

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
上
記

判
断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。

論
旨
は
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て

理
由
が
あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ

な
い
。
そ
し
て
、
本
件
各
土
地
の
そ
れ

ぞ
れ
の
現
況
、利
用
目
的
等
に
照
ら
し
、

本
件
各
登
録
価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
本
件
各
土
地
の
価
格
を

上
回
ら
な
い
か
否
か
に
つ
い
て
更
に
審

理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
、
本
件
を
原
審

に
差
し
戻
す
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

戸
倉
三
郎　

裁

判
官　

岡
部
喜
代
子　

裁
判
官　

山
崎

敏
充　

裁
判
官　

林
景
一　

裁
判
官　


